空海研究の障壁 (下) : 恵果和尚碑再論 by 河内 昭圓 & Shoen Kawachi
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
│
│
恵
果
和
尚
碑
再
論
│
│
河
内
昭
圓
（
承
前
）
恵
果
の
死
の
直
後
に
空
海
が
撰
し
て
「
恵
果
和
尚
碑
」
を
書
い
た
、
そ
う
い
う
こ
と
は
断
じ
て
あ
り
得
な
い
、
そ
れ
が
直
感
の
内
容
で
あ
る
が
、
い
ま
は
こ
れ
を
こ
と
わ
け
て
説
明
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恵
果
が
示
寂
し
た
の
は
永
貞
元
年
（
八
〇
五
）
十
二
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。
空
海
が
帰
国
す
る
遣
唐
使
判
官
高
階
遠
成
に
「
本
国
の
使
に
与
え
て
共
に
帰
ら
ん
こ
と
を
請
う
の
啓
」（『
性
霊
集
』
巻
五
）
を
差
し
出
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
遣
唐
使
と
と
も
に
長
安
を
離
れ
た
の
は
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
三
月
下
旬
頃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
わ
ず
か
な
時
間
の
う
ち
に
碑
文
が
書
け
る
わ
け
が
な
い
。
い
や
、
空
海
の
能
力
は
尋
常
で
な
く
、
空
海
に
お
い
て
こ
そ
、
そ
れ
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
答
え
が
用
意
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
則
天
武
后
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
受
け
た
神
秀
が
示
寂
し
た
の
は
神
龍
二
年
（
七
〇
六
）
二
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
碑
「
荊
州
玉
泉
寺
大
通
禅
師
碑
銘
并
序
」
は
張
説
（
六
七
三
│
七
二
七
）
が
撰
し
た
が
、
建
碑
さ
れ
た
の
は
先
天
元
年
（
七
一
二
）
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
張
説
は
文
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
一
中
に
制
作
年
を
書
か
な
い
が
、
拓
本
が
現
存
、「
黄
門
侍
郎
范
陽
廬
蔵
用
書 
」
の
跡
が
読
め
る
。
廬
蔵
用
が
黄
門
侍
郎
で
あ
っ
た
の
は
先
天
元
年
頃
の
こ
と
で
そ
の
制
作
年
代
が
分
か
る
。
南
宗
神
会
の
嗣
法
慧
堅
は
貞
元
八
年
（
七
九
二
）
に
卒
し
た
が
、
徐
岱
の
「
唐
故
招
聖
寺
大
徳
慧
堅
禅
師
碑
銘
并
序
」
は
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
に
建
碑
し
た
こ
と
を
明
記
す
る
。
碑
主
慧
堅
は
ほ
と
ん
ど
無
名
の
人
で
、
徐
岱
の
文
も
現
在
西
安
碑
林
博
物
館
に
収
め
ら
れ
る
原
碑
に
よ
っ
て
の
み
知
る
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
神
秀
碑
、
慧
堅
碑
は
み
な
前
記
釈
教
碑
解
読
研
究
会
で
読
ん
だ
も
の
で
、
詳
細
は
滋
賀
高
義
編
『
唐
代
釈
教
文
選
訳
注
』（
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
一
九
九
八
年
三
月
）
に
収
載
し
て
あ
る
。
密
教
に
関
わ
る
重
要
な
高
僧
で
い
え
ば
、
不
空
は
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
六
月
に
卒
し
た
が
、『
全
唐
文
』
巻
三
七
二
が
収
め
る
嚴
郢
の
「
大
唐
興
善
寺
大
広
智
不
空
三
蔵
和
尚
碑
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
建
碑
は
建
中
二
年
（
七
八
一
）
十
一
月
で
あ
っ
た
。
善
無
畏
は
開
元
二
十
三
年
（
七
三
五
）
に
示
寂
し
た
が
、
同
巻
三
一
九
に
収
載
さ
れ
る
李
華
の
「
東
都
聖
善
寺
無
畏
三
蔵
碑
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
建
碑
は
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
で
あ
っ
た
。
示
寂
か
ら
建
碑
に
至
る
ま
で
の
期
間
は
、
か
の
神
秀
で
さ
え
六
年
を
要
し
て
い
る
、
十
年
、
十
五
年
、
二
十
年
は
普
通
の
こ
と
で
、
示
寂
直
後
に
建
碑
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
か
か
る
こ
と
を
命
ず
る
詔
勅
で
も
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
通
常
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
前
稿
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
一
条
を
加
え
て
お
く
。
長
安
西
明
寺
の
僧
圓
照
が
編
纂
し
た
「
代
宗
朝
贈
司
空
大
辨
正
広
智
三
蔵
和
上
表
制
集
巻
一
」（「
大
正
蔵
」
巻
五
二
）
に
次
の
一
文
が
あ
り
、
こ
れ
を
例
示
す
る
。
請
為
先
師
立
碑
表
一
首
沙
門
恵
朗
等
言
。
先
師
大
辨
正
不
空
三
蔵
和
尚
。
早
逢
聖
代
。
紹
仏
伝
灯
。
浮
海
梯
山
。
詢
求
法
宝
。
獲
金
剛
密
印
。
了
三
昧
總
持
。
舎
利
苞
於
色
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
二
身
。
智
鏡
懸
於
心
月
。
坦
夷
大
道
。
輔
翼
皇
家
。
自
天
宝
以
来
。
皇
祖
皇
考
。
降
尊
問
法
。
礼
具
師
資
。
陛
下
臨
朝
又
加
殊
。
敬
其
道
徳
。
寵
錫
超
倫
。
存
称
灌
頂
之
師
。
没
贈
上
公
之
位
。
一
從
遷
化
。
再
歴
歳
時
。
影
塔
空
建
於
双
林
。
盛
徳
未
題
於
貞
石
。
聖
慈
哀
眷
。
許
製
豊
碑
。
瞻
仰
天
文
。
冀
其
降
止
。
微
僧
夙
願
。
待
此
将
終
。
伏
乞
鴻
恩
。
俯
垂
矜
允
。
不
勝
懇
欵
之
至
。
謹
奉
表
陳
請
以
聞
。
軽
冒
龍
顔
。
無
任
戦
懼
。
沙
門
恵
朗
等
。
誠
惶
誠
恐
。
謹
言
。
大
暦
十
一
年
四
月
五
日
。
大
興
善
寺
沙
門
恵
朗
等
上
表
。
（
先
師
の
為
に
碑
を
立
つ
る
を
請
う
の
表
一
首
沙
門
恵
朗
等
言
す
。
先
師
大
辨
正
不
空
三
蔵
和
尚
は
、
早
に
聖
代
に
逢
い
、
仏
の
伝
灯
を
紹
ぐ
。
海
に
浮
か
び
山
に
梯
り
、
法
宝
を
詢
求
す
。
金
剛
の
密
印
を
獲
て
、
三
昧
の
總
持
を
了
す
。
舎
利
は
色
身
に
苞
み
、
智
鏡
は
心
月
に
懸
く
。
大
道
を
坦
夷
に
し
、
皇
家
を
輔
翼
す
。
天
宝
自
り
以
来
、
皇
祖
皇
考
、
尊
を
降
し
て
法
を
問
う
。
礼
具
師
資
、
陛
下
朝
に
臨
み
て
又
た
殊
を
加
う
。
其
の
道
徳
を
敬
い
、
寵
錫
は
倫
を
超
ゆ
。
存
し
て
は
灌
頂
の
師
を
称
し
、
没
し
て
は
上
公
の
位
を
贈
ら
る
。
一
た
び
遷
化
し
て
從
り
、
再
び
歳
時
を
歴
す
。
影
塔
は
空
し
く
双
林
に
建
ち
、
盛
徳
は
未
だ
貞
石
に
題
せ
ず
。
聖
慈
哀
眷
し
て
、
豊
碑
を
製
す
る
を
許
さ
れ
ん
こ
と
を
。
天
文
を
瞻
仰
し
て
、
其
の
降
止
す
る
を
冀
う
。
微
僧
の
夙
願
、
此
れ
を
待
ち
て
将
に
終
わ
ら
ん
と
す
。
伏
し
て
鴻
恩
を
乞
い
、
俯
し
て
矜
允
を
垂
れ
ん
こ
と
を
。
懇
欵
の
至
に
勝
え
ず
。
謹
み
て
表
を
奉
り
て
、
陳
請
し
て
以
て
聞
す
。
軽
が
る
し
く
龍
顔
を
冒
し
、
戦
懼
に
任
ゆ
る
無
し
。
沙
門
恵
朗
等
、
誠
惶
誠
恐
。
謹
し
ん
で
言
す
。
大
暦
十
一
年
四
月
五
日
。
大
興
善
寺
沙
門
恵
朗
等
表
を
上
る
）
大
意
は
、
大
師
不
空
は
遠
く
イ
ン
ド
か
ら
来
朝
し
て
仏
法
興
隆
に
貢
献
が
あ
っ
た
。
代
宗
皇
帝
を
初
め
と
し
て
帝
室
み
な
灌
頂
を
受
け
、
亡
く
な
っ
て
後
は
特
別
に
司
空
と
い
う
高
位
が
遺
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
高
徳
を
有
し
た
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
滅
後
二
年
が
経
過
し
た
が
た
だ
墓
標
が
あ
る
の
み
で
ま
だ
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
建
碑
に
つ
き
な
に
と
ぞ
ご
許
可
下
さ
れ
た
く
上
表
に
お
よ
び
ま
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
不
空
の
高
弟
恵
朗
ら
が
大
師
不
空
三
蔵
の
建
碑
許
可
願
い
を
朝
廷
に
差
し
出
し
た
文
で
あ
る
。
不
空
の
卒
年
月
は
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
六
月
で
あ
り
、
恵
朗
の
上
表
文
は
大
暦
十
一
年
（
七
七
六
）
四
月
五
日
の
日
付
と
な
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
三
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
滅
後
あ
し
か
け
三
年
目
に
あ
た
り
、
喪
に
服
す
る
期
間
が
あ
け
る
直
前
、
わ
れ
わ
れ
が
い
う
三
回
忌
直
前
の
日
付
で
あ
る
。「
表
制
集
」
に
は
し
ば
し
ば
上
表
文
の
後
に
「
批
」
と
あ
っ
て
以
下
に
願
い
出
を
許
可
す
る
む
ね
の
簡
潔
な
公
文
書
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
上
表
文
に
は
そ
れ
が
な
い
。
審
議
に
よ
ほ
ど
の
時
間
を
要
し
た
結
果
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
実
際
に
不
空
碑
が
建
碑
さ
れ
た
の
は
建
中
二
年
（
七
八
一
）
十
一
月
で
あ
っ
た
こ
と
す
で
に
述
べ
き
た
っ
た
と
お
り
で
あ
る
。
碑
文
は
死
者
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
石
碑
を
建
て
る
た
め
の
文
章
で
あ
る
。
建
碑
に
は
右
の
ご
と
き
手
続
き
と
期
間
を
要
し
、
費
用
も
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
空
海
に
「
恵
果
和
尚
碑
」
を
一
晩
で
書
く
能
力
は
あ
っ
て
も
、
大
唐
の
制
度
や
習
慣
を
変
え
る
能
力
は
な
い
。
関
連
し
て
一
項
を
加
え
る
。
「
恵
果
和
尚
碑
」
は
『
性
霊
集
』
が
収
め
る
ほ
か
に
単
行
し
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、
そ
の
有
力
な
資
料
の
一
つ
に
東
京
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
が
所
蔵
す
る
古
抄
本
が
あ
る
。
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
に
隆
澄
が
書
写
し
た
い
わ
ゆ
る
醍
醐
本
を
底
本
と
し
た
と
い
う
岩
波
書
店
日
本
古
典
文
學
大
系
本
（
以
下
岩
波
本
）
に
よ
れ
ば
「
於
乎
止
点
の
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
。
平
安
の
写
で
あ
る
が
、
築
島
裕
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
院
政
期
ま
で
下
が
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
こ
の
東
大
本
は
、
岩
波
本
を
初
め
と
す
る
諸
本
と
の
あ
い
だ
に
多
く
の
異
同
が
あ
る
。
そ
の
各
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
飯
島
太
千
雄
氏
「
空
海
真
跡
の
控
文
の
出
現
で
判
明
し
た
『
性
霊
集
』
の
成
立
事
情
」（『
密
教
文
化
』
第
一
四
九
号
一
九
八
五
年
）
に
詳
細
な
指
摘
が
あ
る
。
相
当
に
旧
に
属
す
る
論
文
で
あ
る
が
、
飯
島
氏
が
築
島
裕
氏
を
通
じ
て
写
真
を
入
手
さ
れ
た
も
の
で
、
同
論
文
に
そ
の
写
真
も
付
さ
れ
て
い
て
こ
ん
に
ち
な
お
効
力
を
た
も
っ
て
い
る
。
氏
の
手
法
は
諸
本
相
互
間
に
あ
る
各
字
の
異
同
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
異
体
字
の
書
像
学
的
見
地
か
ら
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
て
詳
細
を
つ
く
し
て
い
る
。
東
大
本
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
文
末
一
篇
を
終
え
た
の
ち
一
行
を
あ
け
て
、「
大
唐
元
和
元
年
正
月
十
五
日
建
也
」
の
書
き
込
み
の
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
書
き
手
は
本
文
の
書
写
者
と
同
じ
で
、
飯
島
氏
は
こ
れ
を
解
し
て
い
う
。
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
四
本
書
巻
末
に
「
大
唐
元
和
元
年
正
月
十
五
日
建
也
」
と
本
文
と
同
じ
手
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
目
下
こ
れ
を
信
ず
べ
き
根
拠
は
皆
無
で
あ
り
、
後
人
の
仮
託
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
書
き
入
れ
文
は
、「
大
唐
元
和
元
年
正
月
十
五
日
に
碑
が
建
て
ら
れ
た
」
の
意
で
あ
る
。
恵
果
示
寂
後
ち
ょ
う
ど
一
ヵ
月
目
に
あ
た
る
。
撰
者
不
詳
の
「
大
唐
青
龍
寺
三
朝
供
奉
大
徳
行
状
」（「
大
正
蔵
」
巻
五
〇
所
収
）
に
「（
永
貞
元
年
）
十
二
月
十
五
日
。
北
首
掩
終
。
至
元
和
元
年
正
月
十
七
日
。
弟
子
道
俗
。
約
千
余
人
。
葬
送
至
孟
村
龍
原
。
大
師
塔
側
」（
永
貞
元
年
十
二
月
十
五
日
、
北
首
し
て
掩
終
す
。
元
和
元
年
正
月
十
七
日
に
至
り
て
、
弟
子
道
俗
、
約
千
余
人
、
葬
送
し
て
孟
村
龍
原
の
大
師
の
塔
側
に
至
る
）
と
あ
り
、
そ
の
記
述
か
ら
何
ら
か
の
発
想
が
生
じ
た
と
も
考
え
得
る
が
、
そ
の
よ
う
な
詮
索
は
ま
っ
た
く
無
用
の
こ
と
で
、
む
し
ろ
院
政
期
写
本
を
前
提
に
し
て
い
え
ば
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
日
本
石
碑
文
化
の
貧
困
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
本
石
碑
文
化
の
遅
れ
と
い
う
観
点
か
ら
一
二
の
問
題
を
提
起
し
て
お
く
。
岩
波
本
は
、
巻
頭
表
題
部
を
「
大
唐
神
都
青
龍
寺
故
三
朝
国
師
灌
頂
阿
闍
梨
恵
果
和
尚
之 
碑
」
と
し
、
続
い
て
撰
者
名
を
「
日
本
国
学
法
弟
子
苾 
蒭 
空
海
撰 
文 
并
書
」
と
記
す
。
傍
点
を
付
し
た
「
之 
」「
苾 
蒭 
」「
撰 
文 
」
は
前
稿
に
若
干
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
い
ま
は
こ
れ
を
省
く
と
し
て
、「
并
書
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
石
碑
は
通
常
ま
ず
初
め
に
書
か
れ
る
人
の
名
、
つ
ま
り
碑
主
の
名
が
あ
り
、
次
い
で
碑
文
の
作
者
名
が
「
○
○
撰
」
と
記
さ
れ
、
浄
書
し
た
者
が
あ
れ
ば
「
○
○
書
」、
石
碑
上
部
に
篆
額
が
あ
れ
ば
篆
書
し
た
者
の
名
が
「
○
○
篆
」
と
記
さ
れ
る
。「
并
書
」
と
い
う
の
は
「
撰
并
び
に
書
」
で
あ
り
、
空
海
が
文
章
を
作
り
、
浄
書
も
し
た
こ
と
を
明
記
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
掲
飯
島
氏
論
文
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
五
日
本
で
は
、
並
び
な
い
程
の
能
書
・
空
海
で
は
あ
る
が
、
草
書
・
行
書
の
秀
逸
さ
に
較
べ
、
楷
書
の
出
来
は
か
な
り
劣
っ
て
い
る
。
尤
も
彼
の
楷
書
の
作
と
し
て
は
、
三
十
帖
策
士
・
宝
巌
寺
本
請
来
目
録
や
本
書
（「
狸
毛
筆
奉
献
表
」
の
控
文
）
の
如
く
、
書
写
体
に
類
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
決
め
つ
け
る
の
は
速
断
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
唐
の
銘
石
の
正
楷
を
知
る
今
日
の
眼
と
し
て
は
、
空
海
の
楷
は
、
実
用
の
楷
書
と
し
て
は
優
れ
て
い
る
が
、
書
表
現
と
し
て
の
物
足
り
な
さ
は
否
め
な
い
。
常
に
空
海
を
絶
賛
し
て
止
ま
な
い
飯
島
氏
が
、
そ
の
楷
書
に
つ
い
て
は
疑
問
符
を
う
つ
。
同
文
の
写
真
で
示
す
「
狸
毛
筆
奉
献
表
」
は
、
通
常
目
に
す
る
中
国
石
碑
の
正
楷
の
厳
正
な
書
体
と
は
ほ
ど
遠
い
。
碑
の
た
め
に
浄
書
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
書
像
は
そ
の
ま
ま
石
に
刻
ま
れ
る
の
で
、
空
海
が
約
一
七
〇
〇
字
に
お
よ
ぶ
「
恵
果
和
尚
碑
」
を
正
楷
で
書
し
得
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。「
并
書
」
は
顔
真
卿
な
ど
の
碑
文
に
よ
く
あ
る
が
、
こ
こ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
空
海
の
能
書
と
い
う
名
声
を
利
し
た
別
人
の
こ
と
ば
と
判
ず
る
ほ
か
な
い
。
行
状
と
碑
文
に
関
わ
る
意
識
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
通
常
一
般
で
い
え
ば
、
行
状
は
故
人
に
親
し
い
者
が
、
日
記
や
記
録
、
伝
聞
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
整
理
し
て
こ
れ
を
書
く
。
故
人
の
生
涯
を
時
間
を
追
う
よ
う
に
し
て
詳
細
に
書
き
と
ど
め
る
の
で
、
お
の
ず
か
ら
分
量
も
多
く
な
る
。『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
が
収
載
す
る
趙
遷
の
「
大
唐
故
大
徳
贈
司
空
大
辨
正
広
智
不
空
三
蔵
行
状
」
は
、
同
巻
二
九
二
頁
二
段
か
ら
二
九
四
頁
第
三
段
に
い
た
る
大
部
な
作
品
で
あ
る
。
行
状
は
行
状
と
し
て
独
立
し
た
文
体
で
あ
っ
て
例
え
ば
『
文
苑
英
華
』
は
「
行
状
」
の
項
目
を
立
て
て
分
類
し
て
い
る
。
た
だ
、
碑
文
は
石
に
刻
ま
れ
て
残
る
こ
と
が
多
い
が
、
作
者
が
自
己
の
作
品
と
し
て
文
集
に
記
録
す
る
以
外
は
、「
不
空
三
蔵
行
状
」
を
『
全
唐
文
』
が
逸
し
て
収
め
な
い
よ
う
に
、
碑
文
に
比
し
て
行
状
が
残
る
こ
と
は
少
な
い
。『
大
正
蔵
』
は
応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
写
観
智
院
蔵
本
を
底
本
と
す
る
が
、
こ
の
事
実
は
石
碑
文
化
と
は
逆
に
、
日
本
の
書
写
伝
承
文
化
が
大
き
な
輝
き
を
放
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
六
建
碑
の
事
業
が
企
画
さ
れ
る
と
、
行
状
を
持
っ
て
し
か
る
べ
き
文
人
に
碑
文
の
作
成
を
依
頼
す
る
。
文
人
は
行
状
を
読
み
、
要
点
を
取
捨
し
て
字
数
を
定
め
、
こ
れ
を
美
文
に
仕
立
て
る
。
碑
文
作
成
に
き
ま
っ
て
行
状
を
必
要
と
す
る
か
と
い
え
ば
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
書
き
手
が
故
人
を
承
知
し
て
お
れ
ば
、
直
接
碑
文
を
書
け
ば
よ
い
。
個
々
の
事
情
が
あ
っ
て
事
例
も
多
様
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
そ
う
い
う
手
順
を
踏
む
。
碑
文
で
立
派
な
も
の
は
、
李
華
の
「
善
無
畏
三
蔵
碑
」
で
あ
る
。
や
は
り
『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
が
引
く
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
題
さ
れ
て
い
る
。大唐
東
都
大
聖
善
寺
故
中
天
竺
国
善
無
畏
三
蔵
和
尚
碑
銘
并
序
弟
子
前
左
補
闕
趙
郡
李
華
撰 
恒
府
長
慶
寺
沙
門
戒
成
書 
当
寺
沙
門
恒
秀
篆 
額
文
字
数
も
多
く
、
撰
・
書
・
篆
が
揃
っ
た
大
碑
で
あ
る
。『
大
正
蔵
』
は
先
の
「
不
空
三
蔵
行
状
」
と
同
じ
く
応
安
三
年
写
観
智
院
蔵
本
を
底
本
と
す
る
が
、
こ
の
文
は
「
東
都
聖
善
寺
無
畏
三
蔵
碑
」
と
し
て
『
文
苑
英
華
』
八
六
一
、『
全
唐
文
』
三
一
九
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
李
華
文
を
読
む
と
き
は
必
ず
や
校
勘
の
テ
キ
ス
ト
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。「
惠
運
律
師
書
目
録
」
に
「
無
畏
三
蔵
碑
一
巻
」
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
伝
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
も
と
よ
り
李
華
の
碑
文
を
論
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
問
題
は
『
大
正
蔵
』
が
李
華
碑
文
に
先
行
し
て
「
善
無
畏
三
蔵
行
状
」
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
題
し
て
い
う
。
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
七
玄
宗
朝
翻
経
三
蔵
善
無
畏
贈
鴻
臚
卿
行
状
弟
子
李
華
撰
行
状
は
す
べ
て
約
五
三
〇
字
、
続
く
碑
文
約
二
〇
〇
〇
字
と
比
較
し
て
驚
く
ほ
ど
の
短
文
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
場
で
本
文
を
掲
出
し
て
詳
細
に
比
較
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
概
略
を
述
べ
れ
ば
、
善
無
畏
の
出
身
地
、
生
年
、
翻
経
実
績
の
一
端
、
卒
年
と
埋
葬
な
ど
、
行
状
と
し
て
の
体
裁
は
一
応
整
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
基
本
事
項
は
み
な
碑
文
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
あ
る
い
は
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
善
無
畏
と
弟
子
一
行
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
行
状
は
明
ら
か
に
贋
作
で
あ
っ
て
李
華
の
文
で
は
な
い
。
李
華
は
唐
代
古
文
家
の
首
魁
で
あ
っ
て
、
時
代
に
突
出
し
た
文
章
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
無
味
安
易
な
行
状
を
も
と
に
、
あ
の
重
厚
な
碑
文
を
書
く
わ
け
が
な
い
。
『
大
正
蔵
』
は
先
行
す
る
「
行
状
」
に
注
記
し
て
底
本
を
示
し
、
続
く
「
碑
銘
」
に
は
注
を
ほ
ど
こ
さ
な
い
か
ら
、
こ
の
二
書
は
一
組
と
な
っ
て
転
写
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
行
状
が
あ
っ
て
碑
文
が
あ
る
と
い
う
一
般
的
な
概
念
が
固
定
化
し
、
碑
文
を
目
前
に
し
て
行
状
を
先
行
さ
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
抱
か
せ
る
。
そ
の
疑
念
は
連
鎖
し
て
呉
慇
の
行
状
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
密
教
の
付
法
相
承
に
つ
い
て
空
海
が
撰
述
し
た
と
さ
れ
る
も
の
に
「
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
」（「
広
付
法
伝
」）
と
「
真
言
付
法
伝
」
（「
略
付
法
伝
」）
の
二
種
が
あ
る
。「
広
付
法
伝
」
は
大
日
如
来
を
第
一
祖
と
な
し
、
以
降
金
剛
薩
埵
、
龍
猛
菩
薩
、
龍
智
菩
薩
、
金
剛
智
、
不
空
と
続
き
第
七
祖
を
恵
果
と
す
る
。「
真
言
付
法
伝
」
は
、
六
祖
不
空
の
あ
と
に
善
無
畏
と
一
行
を
加
え
る
が
、
一
行
に
続
く
恵
果
を
第
七
祖
と
す
る
。
真
言
の
こ
と
は
教
義
も
歴
史
も
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
の
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
私
が
問
題
と
す
る
の
は
こ
の
二
書
に
見
る
七
祖
恵
果
に
関
わ
る
伝
記
と
し
て
の
資
料
で
あ
り
、
そ
れ
と
「
恵
果
和
尚
碑
」
と
の
関
係
に
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
八
限
定
さ
れ
る
。
『
弘
法
大
師
真
蹟
集
成
』（
法
蔵
館
一
九
七
四
年
一
〇
月
）
が
収
め
る
中
田
勇
次
郎
先
生
の
「
真
言
七
祖
像
賛
并
行
状
文
の
書
」
に
よ
れ
ば
、「
行
状
文
」
し
た
が
っ
て
ま
た
「
真
言
付
法
伝
」
の
成
立
は
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）
九
月
で
あ
る
と
い
う
。「
真
言
付
法
伝
」
は
先
行
す
る
「
広
付
法
伝
」
を
簡
略
化
し
て
後
時
的
に
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
と
す
る
の
が
伝
統
的
な
理
解
で
あ
る
か
ら
、「
広
付
法
伝
」
の
成
立
は
こ
れ
に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
る
。
私
は
真
言
の
こ
と
は
無
知
で
あ
る
か
ら
「
広
付
法
伝
」
の
成
立
問
題
に
か
か
わ
る
つ
も
り
は
も
う
と
う
な
い
が
、
そ
の
恵
果
の
条
に
呉
慇
の
恵
果
行
状
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
不
満
が
あ
る
。
第
七
祖
恵
果
伝
は
、
恵
果
の
経
歴
と
自
身
と
の
関
わ
り
を
行
状
風
に
述
べ
た
の
ち
、「
于
時
。
有
山
人
逸
士
呉
慇
。
略 
修 
和
尚
行
状
曰
」（
時
に
山
人
逸
士
呉
慇
な
る
も
の
有
り
。
略
し
て
和
尚
の
行
状
を
修
め
て
曰
く
）
と
し
て
呉
慇
の
行
状
を
引
き
そ
の
表
題
に
い
う
。
大
唐
神
都
青
龍
寺
東
塔
院
灌
頂
国
師
恵
果
阿
闍
梨
行
状
弟
子
呉
慇
纂
格
式
を
持
っ
た
立
派
な
題
で
は
あ
る
が
、
内
容
は
と
い
う
と
空
海
は
認
め
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
平
易
な
文
章
で
、
字
数
は
表
題
部
も
含
め
て
約
六
五
〇
字
の
短
文
で
あ
る
。
な
お
か
つ
文
末
に
「
元
和
元
年
正
月
三
日
」
の
年
記
を
入
れ
る
。
恵
果
の
入
滅
は
前
年
十
二
月
十
五
日
で
あ
る
か
ら
、
滅
後
十
八
日
目
に
あ
た
る
。
そ
ん
な
に
慌
て
て
書
く
必
要
は
な
い
。
こ
れ
で
は
日
常
わ
れ
わ
れ
が
し
ば
し
ば
出
会
う
告
別
式
の
弔
辞
程
度
で
は
な
い
か
。
空
海
文
の
「
略
修
」
も
い
か
が
な
も
の
か
。「
略
」
字
は
、
ほ
ぼ
と
か
略
し
て
な
ど
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
し
て
そ
れ
は
実
質
内
容
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
行
状
は
そ
う
い
う
「
略
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
の
空
海
が
そ
の
よ
う
に
措
辞
す
る
か
ど
う
か
、
そ
こ
に
不
満
が
残
る
。
そ
こ
で
思
い
あ
た
る
の
が
李
華
の
「
善
無
畏
三
蔵
」
に
先
行
し
て
措
置
さ
れ
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
九
た
「
善
無
畏
三
蔵
行
状
」
の
存
在
で
あ
る
。
空
海
の
「
大
唐
神
都
青
龍
寺
故
三
朝
国
師
灌
頂
阿
闍
梨
恵
果
和
尚
之
碑
」
が
恵
果
示
寂
直
後
に
書
か
れ
た
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、
こ
れ
に
先
立
て
「
元
和
元
年
正
月
三
日
」
の
年
記
を
持
っ
た
行
状
を
必
要
と
す
る
、
そ
う
い
う
感
覚
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
撰
者
と
さ
れ
る
呉
慇
は
、『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
が
収
載
す
る
撰
者
不
詳
の
「
大
唐
青
龍
寺
三
朝
供
奉
大
徳
行
状
」
に
恵
果
の
弟
子
を
列
名
し
て
「
俗
弟
子
呉
殷 
開
丕
等
約
五
十
人
学
法
」
と
あ
る
が
、
呉
殷
が
行
状
を
書
い
た
と
い
う
記
載
は
な
い
。
さ
て
、
紙
数
も
相
当
浪
費
し
た
の
で
、「
恵
果
和
尚
碑
」
本
文
に
若
干
の
検
討
を
加
え
て
お
く
。
大
師
。
拍
掌
法
城
之
行
崩
。
誕
迹
昭
応
之
馬
氏
。
（
大
師
、
掌
を
法
城
の
行
崩
に
拍
ち
て
、
迹
を
昭
応
の
馬
氏
に
誕
す
）
冒
頭
部
恵
果
の
出
身
を
述
べ
る
く
だ
り
で
あ
る
。「
真
言
付
法
伝
」
に
「
俗
姓
馬
氏
。
京
兆
昭
応
人
也
」
と
あ
る
部
分
。
碑
文
の
常
套
は
「
大
師
。
昭
応
馬
氏
」
と
い
う
程
度
で
よ
い
が
、
七
字
の
対
句
に
作
っ
て
必
要
の
な
い
修
飾
を
し
た
。
句
作
り
に
も
難
が
あ
る
。「
之 
」
字
は
不
要
で
あ
る
か
ら
、
駢
体
を
試
み
る
な
ら
こ
れ
を
除
い
て
「
拍
掌
法
城
行
崩
。
誕
迹
昭
応
馬
氏
」
の
六
字
句
に
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
。「
之
」
字
を
使
っ
て
七
字
に
作
る
の
は
、
す
で
に
『
三
教
指
帰
』
の
事
例
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
あ
る
い
は
こ
の
作
者
の
癖
と
い
え
よ
う
。
字
義
に
も
難
が
あ
る
。
岩
波
本
は
「
拍
掌
」「
法
城
」「
行
崩
」
に
注
し
て
い
う
。
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
一
〇
拍
掌
（
興
廃
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
法
城
を
興
隆
す
る
た
め
の
意
）。
﹇
法
城
﹈
仏
法
の
堅
固
に
し
て
依
る
べ
き
も
の
な
る
こ
と
を
城
に
喩
え
た
も
の
。
﹇
行
崩
﹈
崩
壊
。
『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』（
筑
摩
書
房
一
九
八
四
年
）
巻
六
に
同
文
は
「
大
師
（
恵
果
）
は
仏
法
が
崩
れ
ん
と
す
る
時
に
出
現
さ
れ
、
照
応
の
馬
氏
に
生
誕
さ
れ
た
」
と
訳
し
、
こ
の
句
に
注
し
て
い
う
。
掌
・
・（
以
下
の
句
）
こ
の
句
よ
く
わ
か
ら
ぬ
。
拍
掌
は
手
を
う
ち
鳴
ら
す
こ
と
だ
が
、
興
が
の
っ
た
り
、
喜
び
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
り
、
合
わ
な
い
。
あ
る
い
は
特
別
の
意
味
が
あ
る
か
。
行
崩
も
み
な
れ
ぬ
言
葉
、
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
の
意
か
。
今
、
仮
に
訳
す
。
右
訳
注
に
対
す
る
論
評
は
避
け
て
私
見
を
述
べ
る
。
「
拍
掌
」
は
、
東
大
本
「
恵
果
和
尚
碑
」
は
「
指 
掌
」
に
作
り
、
こ
れ
を
採
る
の
が
よ
い
。
も
っ
と
も
、
指
掌
は
『
論
語
』
八
佾
に
「
知
其
説
者
之
於
天
下
也
。
其
如
示
諸
斯
乎
。
指
其
掌
」（
其
の
説
を
知
る
者
の
天
下
に
於
け
る
や
、
其
れ
諸
を
斯
に
示
す
が
如
き
か
。
其
の
掌
を
指
す
）
と
あ
る
よ
う
に
、
手
の
ひ
ら
を
指
で
さ
す
動
作
を
原
義
と
し
、
分
か
り
や
す
い
こ
と
に
喩
え
る
意
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
の
意
に
合
わ
な
い
。
た
だ
下
の
句
の
「
誕
迹
」
の
対
語
と
し
て
措
辞
し
た
の
で
あ
っ
て
、
誕
生
を
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
作
者
の
脳
裏
に
は
こ
と
ば
の
原
義
と
は
関
わ
り
な
く
、『
長
阿
含
経
』
な
ど
多
数
の
経
典
に
説
か
れ
る
釈
迦
誕
生
の
図
像
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
て
七
歩
行
き
、
四
方
を
見
わ
た
し
て
手
を
挙
げ
、
天
上
天
下
唯
我
独
尊
と
い
っ
た
と
い
う
伝
説
的
な
は
な
し
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
は
単
に
「
手
を
挙
げ
て
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
で
あ
ろ
う
。
「
行
崩
」
は
、
用
例
検
索
不
能
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
空
海
は
し
ば
し
ば
造
語
を
用
い
る
が
、「
百
結
」
を
「
千
結
」
と
し
た
よ
う
に
、
そ
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
一
一
の
造
語
は
必
ず
一
定
の
背
景
を
保
ち
、
凝
視
し
て
思
考
す
れ
ば
意
味
が
導
き
だ
さ
れ
る
。
第
一
に
い
か
に
解
釈
し
よ
う
と
も
下
の
句
「
馬
氏
」
の
対
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
空
海
が
「
行
崩
」
を
こ
の
位
置
に
置
く
こ
と
は
な
い
。
い
ま
あ
え
て
こ
れ
を
解
釈
す
れ
ば
、「
行
」
は
「
ゆ
く
ゆ
く
」
あ
る
い
は
「
ま
さ
に
〜
せ
ん
と
す
」
の
意
で
、
筑
摩
書
房
本
の
訳
と
注
が
正
鵠
を
射
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
れ
ば
、
こ
の
こ
と
ば
は
末
法
を
意
識
す
る
者
に
よ
っ
て
造
り
だ
さ
れ
る
こ
と
ば
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
末
法
思
想
は
、
周
知
の
よ
う
に
釈
迦
滅
後
五
〇
〇
年
を
正
法
、
の
ち
五
〇
〇
年
を
像
法
、
そ
れ
以
降
を
末
法
と
す
る
説
、
正
法
一
〇
〇
〇
年
像
法
五
〇
〇
年
、
正
法
五
〇
〇
年
像
法
一
〇
〇
〇
年
と
す
る
説
、
正
法
像
法
を
各
一
〇
〇
〇
年
と
す
る
な
ど
諸
説
が
あ
る
。
日
本
で
は
最
澄
の
「
正
像
末
文
」（『
伝
教
大
師
全
集
』
第
三
所
収
）
な
ど
に
も
現
わ
れ
る
が
、
永
承
元
年
（
一
〇
五
二
）
を
末
法
の
元
年
と
す
る
説
が
広
く
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
院
政
期
で
あ
り
、
学
僧
済
暹
の
生
き
た
時
代
で
あ
っ
た
。
歴
史
は
そ
の
後
ま
す
ま
す
乱
れ
、
つ
い
に
は
法
然
、
親
鸞
、
日
蓮
を
生
み
出
す
社
会
を
示
現
す
る
。「
行
」
字
は
そ
の
よ
う
な
社
会
を
予
言
す
る
こ
と
ば
だ
と
受
け
止
め
る
。
い
ま
一
つ
、
最
後
に
恵
果
が
空
海
に
格
別
の
こ
と
を
告
げ
る
く
だ
り
。
和
尚
掩
色
之
夜
。
於
境
界
中
。
告
弟
子
曰
。
汝
未
知
吾
与
汝
宿
契
之
深
乎
。
多
生
之
中
。
相
共
誓
願
。
弘
演
密
蔵
。
彼
此
代
為
師
資
。
非
只
一
兩
度
也
。
是
故
。
勧
汝
遠
渉
。
授
我
深
法
。
受
法
云
畢
。
吾
願
足
矣
。
汝
西
土
也
接
我
足
。
吾
也
東
生
入
汝
之
室
。
莫
久
遅
留
。
吾
在
前
去
也
。
右
は
岩
波
本
に
依
っ
た
が
、
同
本
は
次
の
よ
う
に
訓
読
す
る
。
え
ん
し
ょ
く
（
和
尚
掩
色
の
夜
、
境
界
の
中
に
弟
子
に
告
げ
て
曰
く
、
汝
未
だ
知
ら
ず
や
、
吾
と
汝
と
宿
契
の
深
き
こ
と
を
。
多
生
の
中
に
相
共
に
誓
願
し
て
密
か
わ
る
か
わ
る
た
だ
あ
ら
こ
こ
蔵
を
弘
演
す
。
彼
此
に
代
師
資
為
た
る
や
只
一
兩
度
の
み
に
も
非
ず
。
是
の
故
に
汝
が
遠
渉
を
勧
め
て
我
が
深
法
を
授
く
。
受
法
云
に
畢
り
ぬ
。
さ
き
い
吾
が
願
も
足
り
ぬ
。
汝
西
土
に
し
て
我
が
足
を
接
す
。
吾
東
生
し
て
汝
が
室
に
入
ら
ん
。
久
し
く
遅
留
す
る
こ
と
莫
れ
。
吾
前
に
在
っ
て
去
な
む
）
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
一
二
﹇
岩
波
本
は
す
べ
て
に
仮
名
ふ
り
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
あ
る
﹈
同
文
を
筑
摩
本
は
次
の
よ
う
に
訓
読
す
る
。
え
ん
し
ょ
く
や
（
和
尚
掩
色
の
夜
、
境
界
の
中
に
於
て
弟
子
に
告
げ
て
曰
く
、
汝
未
だ
吾
と
汝
と
宿
契
の
深
き
こ
と
を
知
ら
ず
乎
。
多
生
の
中
に
、
相
共
に
誓
願
し
こ
も
ご
も
て
、
密
蔵
を
弘
演
す
。
彼
此
に
代
師
資
為
た
る
こ
と
、
只
の
一
兩
度
の
み
に
非
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
汝
に
遠
渉
を
勧
め
て
、
我
が
深
法
を
授
く
。
こ
こ
さ
き
受
法
云
に
畢
り
、
吾
が
願
も
足
る
。
汝
西
土
に
て
我
が
足
に
接
す
。
吾
は
東
生
し
て
汝
の
室
に
入
ら
ん
。
久
し
く
遅
留
す
る
こ
と
莫
れ
。
吾
前
に
在
っ
て
去
ら
ん
と
）
一
読
し
て
疑
問
に
思
う
の
は
、
ど
ち
ら
も
「
也
」
字
を
読
ま
な
い
こ
と
で
あ
る
。
伝
統
的
に
そ
う
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ん
ら
の
断
り
も
な
く
こ
れ
を
読
ま
な
い
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
筑
摩
本
は
「
授
我
深
法
」
に
注
し
て
「
恵
果
と
の
出
会
い
、
受
法
、
入
滅
に
つ
い
て
は
、『
御
請
来
目
録
』
に
空
海
み
ず
か
ら
詳
し
く
記
録
し
て
い
る
」
と
し
、「
御
請
来
目
録
」
参
照
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
こ
で
同
目
録
の
恵
果
入
滅
の
一
段
を
引
い
て
お
く
。
是
夜
於
道
場
持
念
。
和
尚
宛
然
立
前
告
曰
。
我
与
汝
久
有
契
約
。
誓
弘
密
蔵
。
我
生
東
国
。
必
為
弟
子
。
（
是
の
夜
、
道
場
に
於
い
て
持
念
す
。
和
尚
宛
然
と
し
て
前
に
立
ち
て
告
げ
て
曰
く
、
我
と
汝
と
久
し
く
契
約
有
り
て
密
蔵
を
弘
め
ん
こ
と
を
誓
う
。
我
東
国
に
生
ま
れ
て
、
必
ず
弟
子
と
為
ら
ん
）
私
は
す
で
に
述
べ
き
た
っ
た
よ
う
に
、「
恵
果
和
尚
碑
」
は
後
時
的
に
別
人
が
書
い
た
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
、「
恵
果
和
尚
碑
」
の
当
該
部
は
、「
御
請
来
目
録
」
の
こ
の
部
分
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。「
是
夜
」
が
「
掩
色
之
夜
」
に
修
飾
さ
れ
、「
於
道
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
一
三
場
持
念
」
が
「
於
境
界
中
」、「
和
尚
宛
然
立
前
告
曰
」
が
「
告
弟
子
曰
」、「
我
与
汝
久
有
契
約
。
誓
弘
密
蔵
」
が
「
汝
未
知
吾
与
汝
宿
契
之
深
乎
。
多
生
之
中
。
相
共
誓
願
。
弘
演
密
蔵
」
に
書
き
改
め
ら
れ
た
。
以
下
の
「
彼
此
代
為
師
資
。
非
只
一
兩
度
也
。
是
故
。
勧
汝
遠
渉
。
授
我
深
法
。
受
法
云
畢
。
吾
願
足
矣
」
は
作
者
の
創
意
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の
後
に
あ
る
。「
我
生
東
国
。
必
為
弟
子
」
を
「
汝
西
土
也
接
我
足
。
吾
也
東
生
入
汝
之
室
」
に
作
り
な
お
し
た
。
汝
と
吾
、
西
と
東
、
也
と
也
、
ま
た
我
と
汝
、
足
と
室
、
接
と
入
、
東
大
本
は
「
西
土
」
を
「
西
上
」
に
作
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
、
上
と
生
、
を
二
句
に
配
し
て
い
る
か
ら
、
対
句
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
作
者
の
心
理
と
す
れ
ば
、
七
祖
恵
果
が
東
国
す
な
わ
ち
日
本
に
生
ま
れ
か
わ
っ
て
必
ず
空
海
の
弟
子
に
な
る
と
い
っ
た
、
そ
の
師
資
相
承
の
緊
密
堅
固
な
様
子
を
飾
っ
て
強
調
し
た
い
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
こ
の
部
分
の
岩
波
本
は
七
字
句
と
八
字
句
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
異
同
が
あ
る
の
が
普
通
で
、
こ
れ
を
東
大
本
と
校
勘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
汝
西
土 
也
接
我
足
。
（
岩
波
本
）
汝
西
上 
也
接
我
足
。
（
東
大
本
）
吾
也 
東
生
入
汝
之
室
。（
岩
波
本
）
吾
東
生
入
之 
汝
室
。
（
東
大
本
）
ず
い
ぶ
ん
大
き
な
異
同
で
あ
る
。
飯
島
太
千
雄
氏
前
記
論
文
に
よ
れ
ば
、
岩
波
本
と
東
大
本
と
の
あ
い
だ
に
あ
る
異
同
は
す
べ
て
四
十
八
箇
所
に
お
よ
ぶ
と
い
う
。
全
体
の
文
章
量
か
ら
す
る
と
は
な
は
だ
多
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
な
か
で
も
こ
の
部
分
が
最
も
奇
異
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
大
抵
原
作
に
問
題
が
あ
り
、
読
み
に
く
い
と
こ
ろ
を
読
者
あ
る
い
は
筆
写
す
る
者
が
添
削
を
加
え
た
た
め
に
生
ず
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
に
お
い
て
は
「
也
」「
之
」
の
二
字
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
く
、
二
字
を
除
去
す
れ
ば
、
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
一
四
汝
西
上
接
我
足
。
﹇
汝
西
上
し
て
我
が
足
に
接
し
﹈
吾
東
生
入
汝
室
。
﹇
吾
東
生
し
て
汝
の
室
に
入
ら
ん
﹈
と
六
字
句
の
対
句
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
作
者
は
「
也
」「
之
」
の
二
字
を
好
ん
で
使
う
。
し
た
が
っ
て
岩
波
本
の
「
吾
也
東
生
入
汝
之
室
」
が
お
そ
ら
く
は
原
形
で
、
そ
の
と
き
は
例
え
ば
、
汝
也
西
上
接
我
之
足
。
﹇
汝
や
西
上
し
て
我
の
足
に
接
し
﹈
吾
也
東
生
入
汝
之
室
。
﹇
吾
や
（
吾
も
ま
た
）
東
生
し
て
汝
の
室
に
入
ら
ん
﹈
と
八
字
句
の
対
句
と
な
る
が
、
二
字
の
置
き
場
所
を
ど
こ
か
で
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
記
二
種
の
訓
読
は
、「
也
」
字
の
扱
い
が
面
倒
で
あ
え
て
無
視
し
た
か
と
思
う
が
、
こ
の
字
を
読
ま
な
く
て
よ
い
の
は
、
断
定
の
終
尾
詞
と
し
て
文
末
に
置
か
れ
、
上
部
の
動
詞
を
終
止
形
で
い
い
き
っ
た
と
き
ぐ
ら
い
で
、
文
中
に
あ
る
と
き
は
助
詞
「
や
」
な
い
し
は
副
詞
「
も
ま
た
」
で
読
む
の
が
約
束
ご
と
で
あ
る
。
当
該
文
は
た
し
か
に
奇
妙
で
は
あ
る
が
、
眼
前
に
あ
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
に
読
む
の
も
詮
方
な
い
こ
と
で
、
そ
の
場
合
、
本
文
が
乱
れ
て
い
て
難
解
で
あ
る
が
、
い
ま
あ
え
て
意
に
そ
っ
て
こ
れ
を
読
む
な
ど
の
注
記
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
先
に
見
た
筑
摩
本
の
「
こ
の
句
よ
く
わ
か
ら
ぬ
」
以
下
と
同
じ
扱
い
が
あ
っ
て
よ
い
。
最
後
に
一
つ
。
私
が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
中
で
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
管
見
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
、
た
だ
一
点
を
除
い
て
は
、
他
余
の
す
べ
て
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。「
御
請
来
目
録
」
中
、
恵
果
が
空
海
に
進
め
て
曼
荼
羅
を
画
か
せ
、
経
典
を
書
写
さ
せ
、
道
具
を
造
ら
せ
る
く
だ
り
に
い
う
。
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
一
五
和
尚
告
曰
。
真
言
秘
蔵
経
疏
隠
密
。
不
仮
図
画
。
不
能
相
伝
。
則
喚
供
奉
丹
青
李
真
等
十
余
人
。
図
絵
胎
蔵
金
剛
界
等
。
大
曼
荼
羅
等
一
十
鋪
。
兼
集
二
十
余
経
生
。
書
写
金
剛
頂
等
最
上
乘
密
蔵
経
。
又
喚
供
奉
鋳
博
士
楊
忠
信
趙
呉
。
新
造
道
具
。
一
十
五
事
。
図
像
写
経
。
漸
有
次
第
。
こ
れ
を
た
と
え
ば
筑
摩
本
は
次
の
よ
う
に
訓
読
す
る
。
（
和
尚
告
げ
て
い
は
く
、「
真
言
秘
蔵
は
経
疏
に
隠
密
に
し
て
、
図
画
を
仮
ら
ざ
れ
ば
相
伝
す
る
こ
と
能
は
ず
」
と
。
す
な
は
ち
供 
奉 
丹 
青 
・
李 
真 
等 
の 
十 
余 
人 
を 
喚 
ん 
で 
、
胎
蔵
・
金
剛
界
等
の
大
曼
荼
羅
等
一
十
鋪
を
図
絵
し
、
兼
て
廿
余
の
経
生
を
集
め
て
、『
金
剛
頂
』
等
の
最
上
乘
密
蔵
の
経
を
書
写
す
。
ま
た
供
奉
鋳
博
士
楊
忠
信
（
趙
呉
）
を
喚
ん
で
、
新
た
に
道
具
一
十
五
事
を
造
る
。
像
を
図
し
経
を
写
す
こ
と
、
漸
く
次
第
あ
り
）
傍
点
は
私
が
付
し
た
。
同
書
は
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
傍
点
部
だ
け
を
引
け
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ぐ
ぶ
た
ん
せ
い
り
し
ん
供
奉
丹
青
や
李
真
ら
の
十
余
人
を
よ
ん
で
、
丹
青
を
人
名
と
し
て
い
る
。
丹
青
と
い
え
ば
、
絵
具
、
絵
画
で
、
普
通
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
人
名
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
後
す
ぐ
に
「
供 
奉 
鋳 
博 
士 
楊 
忠 
信 
」
も
出
て
く
る
で
は
な
い
か
。
前
出
桑
原
隲
藏
の
「
大
師
の
入
唐
」
に
い
う
。
真
言
の
教
義
は
深
密
で
、
画
像
を
借
ら
ね
ば
、
説
明
理
会
し
難
い
点
が
あ
る
と
い
ふ
阿
闍
梨
の
注
意
で
、
大
師
は
供
奉
丹
青
博
士
の
李
真
ら
に
依
頼
し
て
大
曼
荼
羅
十
鋪
を
作
ら
し
め
、
ま
た
供
奉
鋳
博
士
の
楊
忠
信
ら
に
依
頼
し
て
、
仏
具
十
五
事
を
作
ら
し
め
た
。
供
奉
と
は
唐
時
代
に
は
一
芸
に
卓
越
し
た
者
を
選
ん
で
宮
廷
の
供
奉
官
と
し
た
。
差
当
た
り
我
が
宮
内
省
御
用
掛
と
い
ふ
格
で
あ
る
。（
略
）
丹
青
博
士
と
い
へ
ば
、
先
ず
今
日
の
帝
室
技
芸
員
に
相
当
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
一
六
桑
原
に
先
だ
っ
て
、
内
藤
湖
南
の
「
弘
法
大
師
の
文
藝
」
が
あ
る
。
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
た
弘
法
大
師
降
誕
会
の
講
演
録
で
、「
内
藤
湖
南
全
集
」（
筑
摩
書
房
一
九
六
九
年
）
第
九
巻
が
こ
れ
を
収
め
る
。『
文
鏡
秘
府
論
』
と
そ
の
周
辺
の
事
情
を
詳
述
し
て
こ
れ
が
重
要
性
を
説
き
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
祖
風
宣
揚
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
弘
法
大
師
全
集
」
が
収
載
す
る
『
文
鏡
秘
府
論
』
の
校
勘
上
の
不
備
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
全
集
に
お
け
る
『
篆
隷
萬
象
名
義
』
の
取
扱
い
に
つ
い
て
粗
末
に
過
ぎ
る
と
、
こ
れ
は
相
当
語
気
を
強
め
て
叱
責
し
て
い
る
。
こ
と
ば
は
丁
寧
だ
が
、
恐
怖
で
身
体
が
震
え
上
が
る
雰
囲
気
が
漂
う
。
『
文
鏡
秘
府
論
』
の
校
勘
上
の
不
備
を
指
摘
し
た
一
部
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。
（
弘
法
大
師
全
集
所
収
の
文
鏡
秘
府
論
）
に
就
い
て
弘
法
大
師
全
集
本
の
校
合
の
不
十
分
だ
と
云
ふ
こ
と
を
申
す
の
は
、
甚
だ
恐
縮
で
す
が
、
御
見
落
し
に
な
っ
て
居
る
と
云
ふ
例
を
一
つ
申
し
ま
せ
う
。（
略
）
所
で
其
の
消
す
と
い
ふ
字
を
其
原
本
で
は
、
皆
金
偏
に
し
て
銷
の
字
を
使
っ
て
居
り
ま
し
て
、『
之
を
銷
す
』
と
書
い
て
あ
る
。『
銷
』
字
を
、
或
る
処
で
は
出
版
に
な
る
時
に
誤
っ
て
『
錯
』
と
云
ふ
字
に
し
て
あ
り
ま
す
。『
之
を
銷
す
』
と
云
ふ
こ
と
を
誤
っ
て
『
之
を
錯
る
』
と
云
っ
て
居
る
。
そ
れ
を
弘
法
大
師
全
集
を
出
版
さ
れ
る
時
に
、
元
か
ら
あ
る
本
の
儘
に
『
之
を
錯
る
』
と
書
い
て
あ
る
。
是
は
『
銷
』
と
云
ふ
字
の
訛
り
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
も
断
は
っ
て
あ
り
ま
せ
ぬ
。
こ
れ
は
校
合
さ
れ
た
方
が
御
見
落
し
に
な
っ
た
こ
と
と
思
ひ
ま
す
。
斯
う
云
ふ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
弘
法
大
師
の
こ
と
を
研
究
さ
れ
る
方
が
あ
る
と
、
私
共
の
や
う
な
専
門
家
で
な
い
も
の
で
も
、
其
の
誤
り
を
見
付
け
ま
す
か
ら
、
随
分
面
白
い
こ
と
が
出
て
来
る
と
思
ひ
ま
す
。（
略
）
願
は
く
ば
弘
法
大
師
を
研
究
さ
れ
る
方
も
、
或
は
日
本
文
学
若
く
は
支
那
の
文
学
を
研
究
さ
れ
る
方
も
、
一
層
綿
密
に
其
の
研
究
を
進
め
ら
れ
た
い
と
云
ふ
こ
と
を
希
望
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
空
海
研
究
に
お
い
て
テ
キ
ス
ト
が
定
ま
ら
な
い
と
い
う
障
壁
は
、
い
ま
現
在
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
か
わ
ち
し
ょ
う
え
ん
・
大
谷
大
学
名
誉
教
授
）
空
海
研
究
の
障
壁
（
下
）
一
七
